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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

大阪市では、多様な価値観や文化を認め、国籍や民族、性別や出身などの違いを理由として社会

的不利益を被ることがなく、一人ひとりが個人として尊重され、相互に対等な関係を築き、その持

てる能力を十分発揮しつつ自己実現をめざして、社会参加できる創造的で豊かな社会（以下、「多

文化共生社会」と記載します。）をめざしています。 

今後の多文化共生社会の実現に向けた施策の参考とするため、多文化共生に関する意識調査を

実施しました。 

 

２ 調査対象と回答者数 

18歳以上の大阪市民を対象とし、各年代（29歳以下、30歳代、40歳代、50歳代、60歳

以上）ごとに 100人の回答を得るまで調査を行いました。 

（調査期間：令和６年９月 30日から 10月３日まで） 

  18～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60 歳以上 合計 

男性 50 50 50 50 50 250 

女性 50 50 50 50 50 250 

 

３ 留意事項 

本アンケートの回答者は民間調査会社に登録するインターネットモニターであり、回答者の構

成は無作為抽出サンプルのように「市民全体の縮図」ではありません。そのため、調査結果は、

「市民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまり

ます。 
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Ⅱ 調査結果について 

 

１ 調査結果の分析 

各質問の回答について、単純集計、年齢別集計をし、傾向分析を行います。 

※ 各回答の割合について 

各回答の割合（%）は小数点第 2 位以下を四捨五入しています。このため、各回答の割合の合計

が 100%にならない場合があります。 

また、回答者数の合計の割合についても同様に四捨五入していますので、各割合の合計と一致しな

い場合があります。 

 

２ 質問項目について 

問１では回答者の国籍について、問 2 以降は外国人との交流や多文化共生に関する意識にかか

る項目について質問しています。 

・問 1  あなたの国籍について     ・・・・  3 ページ 

・問 2  多文化共生社会実現の重要性    ・・・・  ３ページ 

・問 3  外国人の存在を身近に感じるか    ・・・・  ４ページ 

・問 4  どのような場面で身近に感じるか   ・・・・  ５ページ 

・問 5  外国人との交流の状況     ・・・・  ７ページ 

・問 6  会話による交流をした場所    ・・・・  ８ページ 

・問 7  地域に住んでいる外国人との付き合い   ・・・・ １０ページ 

・問 8  やさしい日本語などの言葉の配慮について  ・・・・ １２ページ 

・問 9  外国人と交流を持ちたいか    ・・・・ １３ページ 

・問 10  地域に外国人が増えることについてどう思うか  ・・・・ １４ページ 

・問 11  多文化共生社会の実現のためにすべきこと  ・・・・ １６ページ 

・問 12  多文化共生社会の実現のために大阪市が力をいれるべきこと ・・・・ １８ページ 
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３ 各質問の調査結果について 

 

日本国籍の方が 97.2％、日本以外の国籍の方が 2.8％となっている。 

 

 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

「重要だと思う」「どちらかといえば重要だと思う」と答えた人の合計の割合は 69.8％である。 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向（年齢別） 

「重要だと思う」「どちらかといえば重要だと思う」と答えた人の合計の割合は、50 歳代が

74.0％で最も高く、60歳以上が 66.0％で低くなっている。 

  

問１ あなたの国籍をお知らせください。 

問２ あなたは、多文化共生社会の実現についてどう思いますか。 

20.0%

30.0%

20.0%

25.0%

18.0%

49.0%

40.0%

50.0%

49.0%

48.0%

19.0%

16.0%

18.0%

17.0%

24.0%

12.0%

14.0%

12.0%

9.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

重要だと思う どちらかといえば重要だと思う

どちらかといえば重要だと思わない 重要だと思わない

22.6% 47.2% 18.8% 11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要だと思う どちらかといえば重要だと思う

どちらかといえば重要だと思わない 重要だと思わない

69.8％ 

97.2%
1.0%
0.6%
0.2%
0.2%
0.2%
0.2%
0.2%
0.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

日本
韓国及び朝鮮

ベトナム
中国

ネパール
フィリピン

インドネシア
米国

バングラデシュ
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回答の傾向（全体） 

「身近に感じている」「ある程度身近に感じている」と答えた人の合計の割合は 65.2％である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向（年齢別） 

「身近に感じている」「ある程度身近に感じている」と答えた人の合計の割合は、50 歳代が

75.0％で最も高く、18～29歳が 55.0％で低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問３ あなたは、普段生活をしていて、外国人の存在を身近に感じますか。 

22.0%

30.0%

31.0%

33.0%

25.0%

33.0%

33.0%

33.0%

42.0%

44.0%

26.0%

18.0%

23.0%

19.0%

24.0%

11.0%

12.0%

8.0%

4.0%

5.0%

8.0%

7.0%

5.0%

2.0%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

身近に感じている ある程度身近に感じている あまり身近に感じていない

全く身近に感じていない わからない

28.2% 37.0% 22.0% 8.0%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近に感じている ある程度身近に感じている

あまり身近に感じていない 全く身近に感じていない

わからない

65.2％ 

55.0％ 

64.0％ 

75.0％ 

69.0％ 

63.0％ 
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回答の傾向（全体） 

問３において、「身近に感じている」「ある程度身近に感じている」と答えた人のうち、「近所やスー

パーでの買い物など日常生活において」と答えた人の割合が 67.8％と多く、次いで「電車やバスで

移動しているとき」が 51.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問４ 問３で「身近に感じている」または「ある程度身近に感じている」を選択

された方にお尋ねします。普段の生活のどのような場面で外国人の存在を身近に

感じますか。 

15.0%

32.2%

16.6%

67.8%

51.2%

12.6%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

学校、その他の学びの場

職場

趣味やスポーツ活動をしているとき

近所やスーパーでの買い物など

日常生活において

電車やバスで移動しているとき

地域の自治会活動やお祭り、

地域の清掃活動などの行事の場

その他
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回答の傾向（年齢別） 

「近所やスーパーでの買い物など日常生活において」が、50歳代で 78.7％と最も高く、18～29

歳が 50.9％と最も低い。「電車やバスで移動しているとき」が、50歳代で 66.7％と最も高く、18

～29歳が 32.7％と最も低い。「職場」が、30歳代で 41.3％と最も高く、50歳代が 25.3％と最

も低くなっている。 

 

 

  18.2%

38.2%

23.6%

50.9%

32.7%

3.6%

0.0%

14.3%

41.3%

17.5%

61.9%

42.9%

15.9%

0.0%

25.0%

32.8%

21.9%

65.6%

54.7%

17.2%

3.1%

8.0%

25.3%

14.7%

78.7%

66.7%

16.0%

2.7%

11.6%

26.1%

7.2%

76.8%

53.6%

8.7%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

学校、その他の学びの場

職場

趣味やスポーツ活動をしているとき

近所やスーパーでの買い物など日常生活に

おいて

電車やバスで移動しているとき

地域の自治会活動やお祭り、地域の清掃活

動などの行事の場

その他

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
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問５ あなたは過去１年間に、普段の生活の場面で外国人と交流（こんにちは、

などの挨拶以上の会話）をしたことはありますか。 

 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

普段の生活の場面で外国人と交流したことがあるに「はい」と答えた人の割合は 37.6％、「いいえ」

と答えた人の割合は 62.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向（年齢別） 

「はい」と答えた人の合計の割合は、40歳代が 41.0％で最も高く、60歳以上が 35.0％で低くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.6% 62.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ

36.0%

39.0%

41.0%

37.0%

35.0%

64.0%

61.0%

59.0%

63.0%

65.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

はい いいえ
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問６ 問５で「はい」と選択された方にお尋ねします。その会話は、どこでしま

したか。 

 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

問 5において、「はい」と答えた人のうち、「職場」と答えた人の割合が 43.1％と多く、次いで「近

所やスーパーでの買い物など日常生活において」が 38.8％となっている。 

 

 

  
12.8%

43.1%

22.9%

38.8%

22.3%

6.4%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

学校、その他の学びの場

職場

趣味やスポーツ活動をしているとき

近所やスーパーでの買い物など

日常生活において

電車やバスで移動しているとき

地域の自治会活動やお祭り、

地域の清掃活動などの行事の場

その他
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回答の傾向（年齢別） 

「職場」が、40歳代で 51.2％と最も高く、18～29歳が 25.0％と最も低い。「近所やスーパーで

の買い物など日常生活において」が、40歳代で 48.8％と最も高く、60歳以上が 25.7％と最も低

い。 

  

19.4%

25.0%

41.7%

27.8%

13.9%

5.6%

0.0%

15.4%

41.0%

20.5%

43.6%

15.4%

2.6%

0.0%

12.2%

51.2%

17.1%

48.8%

19.5%

9.8%

2.4%

5.4%

48.6%

21.6%

45.9%

32.4%

10.8%

10.8%

11.4%

48.6%

14.3%

25.7%

31.4%

2.9%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

学校、その他の学びの場

職場

趣味やスポーツ活動をしているとき

近所やスーパーでの買い物など日常生活に

おいて

電車やバスで移動しているとき

地域の自治会活動やお祭り、地域の清掃活

動などの行事の場

その他

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
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問７ あなたは地域に住んでいる外国人とどのような付き合いがありますか（過

去の経験を含む）。 

 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

「外国人との付き合いはない」と答えた人の割合が 53.6％と多く、次いで「一緒に働いている（働

いていた）」が 19.4％、「あいさつ程度の付き合いがある（あった）」が 14.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.6%

3.8%

19.4%

4.8%

3.4%

3.2%

3.8%

3.2%

14.2%

0.8%

53.6%

友人として付き合っている（付き合っていた）

自分または親せきが外国人と結婚している（して

いた）

一緒に働いている（働いていた）

学校で一緒に勉強している（していた）

国際交流のグループで一緒に活動している（して

いた）

地域の自治会活動や行事に一緒に参加している

（していた）

子どもの通う学校でのＰＴＡ活動などを通じて、

一緒に活動している（していた）

趣味やスポーツのグループに一緒に参加している

（していた）

あいさつ程度の付き合いがある（あった）

その他

外国人との付き合いはない
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回答の傾向（年齢別） 

「外国人との付き合いはない」が、60歳以上で 58.0％と最も高く、40歳代が 50.0％と最も低

い。「一緒に働いている（働いていた）」が、18～29歳で 24.0％と最も高く、60歳以上が

13.0％と最も低い。「あいさつ程度の付き合いがある（あった）」が、50歳代で 21.0％と最も高

く、18～29歳が 6.0％と最も低くなっている。 

  

10.0%

2.0%

24.0%

15.0%

2.0%

6.0%

4.0%

6.0%

6.0%

0.0%

53.0%

13.0%

3.0%

21.0%

4.0%

4.0%

4.0%

3.0%

4.0%

9.0%

1.0%

51.0%

8.0%

6.0%

19.0%

2.0%

7.0%

2.0%

9.0%

3.0%

18.0%

1.0%

50.0%

5.0%

4.0%

20.0%

1.0%

2.0%

0.0%

1.0%

2.0%

21.0%

1.0%

56.0%

7.0%

4.0%

13.0%

2.0%

2.0%

4.0%

2.0%

1.0%

17.0%

1.0%

58.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

友人として付き合っている（付き合っていた）

自分または親せきが外国人と結婚している（してい

た）

一緒に働いている（働いていた）

学校で一緒に勉強している（していた）

国際交流のグループで一緒に活動している（してい

た）

地域の自治会活動や行事に一緒に参加している（して

いた）

子どもの通う学校でのＰＴＡ活動などを通じて、一緒

に活動している（していた）

趣味やスポーツのグループに一緒に参加している（し

ていた）

あいさつ程度の付き合いがある（あった）

その他

外国人との付き合いはない

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
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問８ 問７で「外国人との付き合いはない」以外の選択肢を選択された方にお尋

ねします。外国人など日本語があまり得意ではない人に伝えるため、わかりやす

い言葉や表現に言い換えた日本語である「やさしい日本語」を活用していこうと

いう取組が全国的に進められています。 これまであなたが外国人との付き合い

のなかで、「やさしい日本語」のような、日本語での言葉の配慮を行ったことが

ありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

「配慮をしたことがある」又は「配慮をしようとしたが難しく、できなかった」と答えた人の割合が

83.6％、「配慮をしたことがない」が 16.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答の傾向（年齢別） 

「配慮をしたことがある」と「配慮をしようとしたが難しく、できなかった」を合わせると、50歳

代が 88.6％と最も高く、60歳以上が 78.6％と低くなっている。「配慮をしたことがない」は 60

歳以上で 21.4％と最も高く、50歳代が 11.4％と低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.6% 28.0% 16.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配慮をしたことがある

配慮をしようとしたが難しく、できなかった

配慮をしたことがない

48.9%

57.1%

54.0%

61.4%

57.1%

36.2%

24.5%

30.0%

27.3%

21.4%

14.9%

18.4%

16.0%

11.4%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

配慮をしたことがある

配慮をしようとしたが難しく、できなかった

配慮をしたことがない

83.6％ 

85.1％ 

81.6％ 

84.0％ 

88.6％ 

78.6％ 
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問９ あなたは、外国人と地域や職場、学校、イベントなどで交流や関わりを持

ちたいと思いますか。 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

「そう思う」又は「ややそう思う」と答えた人の割合が 36.2％、「あまり思わない」又は「思わな

い」と答えた人の割合が 49.8％となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

回答の傾向（年齢別） 

「そう思う」又は「ややそう思う」と答えた人の割合は、50 歳代で 42.0％と最も高く、60 歳

以上が 29.0％で低い。 

「あまり思わない」又は「思わない」と答えた人の割合は、18～29 歳で 53.0％と最も高く、

50歳代が 45.0％で低い。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.0%

9.0%

12.0%

8.0%

8.0%

23.0%

28.0%

28.0%

34.0%

21.0%

36.0%

29.0%

36.0%

31.0%

33.0%

17.0%

19.0%

15.0%

14.0%

19.0%

14.0%

15.0%

9.0%

13.0%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない わからない

9.4% 26.8% 33.0% 16.8% 14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う ややそう思う あまり思わない 思わない わからない

36.2％ 

33.0％ 

37.0％ 

40.0％ 

42.0％ 

29.0％ 

49.8％ 

53.0％ 

48.0％ 

51.0％ 

45.0％ 

52.0％ 
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問 10 あなたは、外国人住民が増える（または増えた）ことについて、どのよう

な影響があると思いますか。 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

「文化や習慣の違いから、外国人とトラブルが起こるおそれがある」が 38.8％で最も高く、次いで

「多様性が豊かな社会になる」が 27.8％、「外国の言葉や文化などを学ぶ機会が増える」が 20.8％

の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.8%

27.8%

20.8%

17.8%

38.8%

19.4%

2.2%

14.8%

12.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

まちの活性化につながる

多様性が豊かな社会になる

外国の言葉や文化などを学ぶ機会が増える

まちの国際化につながる

文化や習慣の違いから、外国人とトラブル

が起こるおそれがある

日本人の雇用状況が悪化するおそれがある

その他

特に思うことはない

わからない
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回答の傾向（年齢別） 

「文化や習慣の違いから、外国人とトラブルが起こるおそれがある」が、40歳代で 46.0％と最も

高く、18～29歳が 27.0％と最も低い。「多様性が豊かな社会になる」が、60歳以上で 31.0％と

最も高く、18～29歳が 22.0％と最も低い。「外国の言葉や文化などを学ぶ機会が増える」が、40

歳代で 25.0％と最も高く、60歳以上が 14.0％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.0%

22.0%

23.0%

19.0%

27.0%

16.0%

0.0%

18.0%

19.0%

15.0%

28.0%

23.0%

17.0%

33.0%

19.0%

2.0%

19.0%

11.0%

19.0%

29.0%

25.0%

17.0%

46.0%

19.0%

3.0%

14.0%

11.0%

15.0%

29.0%

19.0%

20.0%

43.0%

22.0%

1.0%

14.0%

10.0%

11.0%

31.0%

14.0%

16.0%

45.0%

21.0%

5.0%

9.0%

10.0%

0.0% 20.0% 40.0%

まちの活性化につながる

多様性が豊かな社会になる

外国の言葉や文化などを学ぶ機会が増える

まちの国際化につながる

文化や習慣の違いから、外国人とトラブルが起こるお

それがある

日本人の雇用状況が悪化するおそれがある

その他

特に思うことはない

わからない

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
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問 11 多文化共生社会の実現のために、何をすべきと思いますか。 最もあてはま

るものを３つ以内で選択してください。 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

「外国人が日本の習慣、生活ルールを理解し守るようにする」が 41.0％で最も高く、次いで「日本

人が外国人に対する差別意識をもたないようにする」が 29.6％、「外国人が日本語や日本の文化を

学ぶ」が 29.2％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.6%

26.2%

15.8%

41.0%

29.2%

10.6%

4.6%

1.2%

11.4%

11.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

日本人が外国人に対する

差別意識をもたないようにする

日本人が外国の文化、習慣を理解する

日本人が地域の活動や地域住民同士の交流の

機会に外国人が参加しやすいようにする

外国人が日本の習慣、生活ルールを理解し

守るようにする

外国人が日本語や日本の文化を学ぶ

外国人が地域の活動や地域住民同士の

交流の機会に積極的に参加する

外国人が自国の文化を紹介する

異文化体験のイベントを行う

その他

特にすることはない

わからない
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回答の傾向（年齢別） 

「外国人が日本の習慣、生活ルールを理解し守るようにする」が、60歳以上で 52.0％と最も高く、

30歳代が 27.0％と最も低い。「日本人が外国人に対する差別意識をもたないようにする」が、60

歳以上で 33.0％と最も高く、18～29歳と 30歳代が 27.0％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.0%

16.0%

16.0%

34.0%

19.0%

13.0%

5.0%

0.0%

16.0%

16.0%

27.0%

35.0%

15.0%

27.0%

22.0%

7.0%

7.0%

2.0%

16.0%

11.0%

30.0%

25.0%

20.0%

51.0%

35.0%

8.0%

4.0%

1.0%

13.0%

9.0%

31.0%

25.0%

16.0%

41.0%

35.0%

14.0%

4.0%

0.0%

7.0%

12.0%

33.0%

30.0%

12.0%

52.0%

35.0%

11.0%

3.0%

3.0%

5.0%

11.0%

0.0% 20.0% 40.0%

日本人が外国人に対する

差別意識をもたないようにする

日本人が外国の文化、習慣を理解する

日本人が地域の活動や地域住民同士の交流の

機会に外国人が参加しやすいようにする

外国人が日本の習慣、生活ルールを理解し

守るようにする

外国人が日本語や日本の文化を学ぶ

外国人が地域の活動や地域住民同士の

交流の機会に積極的に参加する

外国人が自国の文化を紹介する

異文化体験のイベントを行う

その他

特にすることはない

わからない

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
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問 12 多文化共生社会の実現のために、大阪市はどのような取組に力を入れるべ

きと思いますか。 最もあてはまるものを３つ以内で選択してください。 

 

 

 

回答の傾向（全体） 

「外国人に対し、日本の生活ルールや習慣、文化などについて周知する」が 43.0％で最も高く、次

いで「外国人に対し、日本語の学習の機会や場所を提供する」が 28.0％、「特にない」が 25.2％、

「日本人と外国人との交流の場をつくる」が 22.2％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.2%

18.0%

43.0%

28.0%

8.4%

13.6%

7.8%

9.6%

3.6%

0.8%

25.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

日本人と外国人との交流の場をつくる

日本人に対し、多文化共生に関する理解や

国際理解を促進する

外国人に対し、日本の生活ルールや習慣、

文化などについて周知する

外国人に対し、日本語の学習の機会や場所

を提供する

外国人に対し、地域活動に積極的に

参加するように促す

外国人に対する相談体制や

情報提供を充実させる

差別意識の解消に向けた取組みを行う

子どもたちが国籍や文化の違いを

理解できるような教育を学校で行う

外国人の意見を聞いて、取組に反映させる

その他

特にない
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回答の傾向（年齢別） 

「外国人に対し、日本の生活ルールや習慣、文化などについて周知する」が、40歳代と 60歳以上

で 50.0％と最も高く、18～29 歳代が 25.0％と最も低い。「外国人に対し、日本語の学習の機会

や場所を提供する」が、60歳以上で 35.0％と最も高く、30歳代が 19.0％と最も低い。「日本人

と外国人との交流の場をつくる」が、50歳で 30.0％と最も高く、40歳代が 15.0％と最も低くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.0%

17.0%

25.0%

26.0%

11.0%

4.0%

8.0%

10.0%

6.0%

0.0%

35.0%

24.0%

19.0%

41.0%

19.0%

7.0%

9.0%

2.0%

7.0%

2.0%

0.0%

28.0%

15.0%

12.0%

50.0%

27.0%

7.0%

18.0%

11.0%

13.0%

5.0%

1.0%

28.0%

30.0%

16.0%

49.0%

33.0%

9.0%

17.0%

10.0%

10.0%

2.0%

0.0%

18.0%

20.0%

26.0%

50.0%

35.0%

8.0%

20.0%

8.0%

8.0%

3.0%

3.0%

17.0%

0.0% 20.0% 40.0%

日本人と外国人との交流の場をつくる

日本人に対し、多文化共生に関する理解や国際理解を促

進する

外国人に対し、日本の生活ルールや習慣、

文化などについて周知する

外国人に対し、日本語の学習の機会や場所を提供する

外国人に対し、地域活動に積極的に

参加するように促す

外国人に対する相談体制や

情報提供を充実させる

差別意識の解消に向けた取組みを行う

子どもたちが国籍や文化の違いを

理解できるような教育を学校で行う

外国人の意見を聞いて、取組に反映させる

その他

特にない

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
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Ⅲ 資料 

１ 集計表 

問１ あなたの国籍をお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、多文化共生社会の実現についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 日本
韓国及び

朝鮮
ベトナム 中国 ネパール

フィリピ

ン

インドネ

シア
米国

バングラ

デシュ

500 486 101 1 3 1 1 1 1 1

495.0% 481.2% 100.0% 1.0% 3.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0% 1.0%

100 94 4 0 0 0 0 1 0 1

100.0% 94.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 1.0%

100 98 0 0 2 0 0 0 0 0

100.0% 98.0% 0.0% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

100 97 0 0 1 1 0 0 1 0

100.0% 97.0% 0.0% 0.0% 1.0% 1.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0%

100 98 49 0 0 0 1 0 0 0

100.0% 98.0% 49.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0%

100 99 48 1 0 0 0 0 0 0

100.0% 99.0% 48.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

全体 重要だと思う
どちらかといえ

ば重要だと思う

どちらかといえ

ば重要だと思わ

ない

重要だと思わな

い

500 113 236 94 57

100.0% 22.6% 47.2% 18.8% 11.4%

100 20 49 19 12

100.0% 20.0% 49.0% 19.0% 12.0%

100 30 40 16 14

100.0% 30.0% 40.0% 16.0% 14.0%

100 20 50 18 12

100.0% 20.0% 50.0% 18.0% 12.0%

100 25 49 17 9

100.0% 25.0% 49.0% 17.0% 9.0%

100 18 48 24 10

100.0% 18.0% 48.0% 24.0% 10.0%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問３ あなたは、普段生活をしていて、外国人の存在を身近に感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 問３で「身近に感じている」または「ある程度身近に感じている」を選択された方にお尋ねし

ます。普段の生活のどのような場面で外国人の存在を身近に感じますか。あてはまるものを全て

選択してください。 

 

 

  

全体
身近に感

じている

ある程度

身近に感

じている

あまり身

近に感じ

ていない

全く身近

に感じて

いない

わからな

い

身近に感

じている

＋ある程

度身近に

感じてい

る

500 141 185 110 40 24 326

100.0% 28.2% 37.0% 22.0% 8.0% 4.8% 65.2%

100 22 33 26 11 8 55

100.0% 22.0% 33.0% 26.0% 11.0% 8.0% 55.0%

100 30 33 18 12 7 63

100.0% 30.0% 33.0% 18.0% 12.0% 7.0% 63.0%

100 31 33 23 8 5 64

100.0% 31.0% 33.0% 23.0% 8.0% 5.0% 64.0%

100 33 42 19 4 2 75

100.0% 33.0% 42.0% 19.0% 4.0% 2.0% 75.0%

100 25 44 24 5 2 69

100.0% 25.0% 44.0% 24.0% 5.0% 2.0% 69.0%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

全体
学校、その他

の学びの場
職場

趣味やスポー

ツ活動をして

いるとき

近所やスー

パーでの買い

物など日常生

活において

電車やバスで

移動している

とき

地域の自治会

活動やお祭

り、地域の清

掃活動などの

行事の場

その他

326 49 105 54 221 167 41 6

－ 15.0% 32.2% 16.6% 67.8% 51.2% 12.6% 1.8%

55 10 21 13 28 18 2 0

－ 18.2% 38.2% 23.6% 50.9% 32.7% 3.6% 0.0%

63 9 26 11 39 27 10 0

－ 14.3% 41.3% 17.5% 61.9% 42.9% 15.9% 0.0%

64 16 21 14 42 35 11 2

－ 25.0% 32.8% 21.9% 65.6% 54.7% 17.2% 3.1%

75 6 19 11 59 50 12 2

－ 8.0% 25.3% 14.7% 78.7% 66.7% 16.0% 2.7%

69 8 18 5 53 37 6 2

－ 11.6% 26.1% 7.2% 76.8% 53.6% 8.7% 2.9%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問５ あなたは過去１年間に、普段の生活の場面で外国人と交流（こんにちは、などの挨拶以上の

会話）をしたことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 問５で「１ はい」と選択された方にお尋ねします。その会話は、どこでしましたか。あて

はまるものを全て選択してください。 

 

  

全体 はい いいえ

500 188 312

100.0% 37.6% 62.4%

100 36 64

100.0% 36.0% 64.0%

100 39 61

100.0% 39.0% 61.0%

100 41 59

100.0% 41.0% 59.0%

100 37 63

100.0% 37.0% 63.0%

100 35 65

100.0% 35.0% 65.0%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

全体
学校、その他

の学びの場
職場

趣味やスポー

ツ活動をして

いるとき

近所やスー

パーでの買い

物など日常生

活において

電車やバスで

移動している

とき

地域の自治会

活動やお祭

り、地域の清

掃活動などの

行事の場

その他

188 24 81 43 73 42 12 6

－ 12.8% 43.1% 22.9% 38.8% 22.3% 6.4% 3.2%

36 7 9 15 10 5 2 0

－ 19.4% 25.0% 41.7% 27.8% 13.9% 5.6% 0.0%

39 6 16 8 17 6 1 0

－ 15.4% 41.0% 20.5% 43.6% 15.4% 2.6% 0.0%

41 5 21 7 20 8 4 1

－ 12.2% 51.2% 17.1% 48.8% 19.5% 9.8% 2.4%

37 2 18 8 17 12 4 4

－ 5.4% 48.6% 21.6% 45.9% 32.4% 10.8% 10.8%

35 4 17 5 9 11 1 1

－ 11.4% 48.6% 14.3% 25.7% 31.4% 2.9% 2.9%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問７ あなたは地域に住んでいる外国人とどのような付き合いがありますか。あてはまるものを全

て選択してください。（過去の経験を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 問７で「外国人との付き合いはない」以外の選択肢を選択された方にお尋ねします。 

外国人など日本語があまり得意ではない人に伝えるため、わかりやすい言葉や表現に言い換えた

日本語である「やさしい日本語」を活用していこうという取組が全国的に進められています。こ

れまであなたが外国人との付き合いのなかで、「やさしい日本語」のような、日本語での言葉の配

慮を行ったことがありますか。 

 

  

全体

友人として付き

合っている（付

き合っていた）

自分または親せ

きが外国人と結

婚している（し

ていた）

一緒に働いてい

る（働いてい

た）

学校で一緒に勉

強している（し

ていた）

国際交流のグ

ループで一緒に

活動している

（していた）

地域の自治会活

動や行事に一緒

に参加している

（していた）

子どもの通う学

校でのＰＴＡ活

動などを通じ

て、一緒に活動

している（して

いた）

趣味やスポーツ

のグループに一

緒に参加してい

る（していた）

あいさつ程度の

付き合いがある

（あった）

その他
外国人との付き

合いはない

500 43 19 97 24 17 16 19 16 71 4 268

－ 8.6% 3.8% 19.4% 4.8% 3.4% 3.2% 3.8% 3.2% 14.2% 0.8% 53.6%

100 10 2 24 15 2 6 4 6 6 0 53

－ 10.0% 2.0% 24.0% 15.0% 2.0% 6.0% 4.0% 6.0% 6.0% 0.0% 53.0%

100 13 3 21 4 4 4 3 4 9 1 51

－ 13.0% 3.0% 21.0% 4.0% 4.0% 4.0% 3.0% 4.0% 9.0% 1.0% 51.0%

100 8 6 19 2 7 2 9 3 18 1 50

－ 8.0% 6.0% 19.0% 2.0% 7.0% 2.0% 9.0% 3.0% 18.0% 1.0% 50.0%

100 5 4 20 1 2 0 1 2 21 1 56

－ 5.0% 4.0% 20.0% 1.0% 2.0% 0.0% 1.0% 2.0% 21.0% 1.0% 56.0%

100 7 4 13 2 2 4 2 1 17 1 58

－ 7.0% 4.0% 13.0% 2.0% 2.0% 4.0% 2.0% 1.0% 17.0% 1.0% 58.0%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

全体

配慮をし

たことが

ある

配慮をし

ようとし

たが難し

配慮をし

たことが

ない

232 129 65 38

－ 55.6% 28.0% 16.4%

47 23 17 7

－ 48.9% 36.2% 14.9%

49 28 12 9

－ 57.1% 24.5% 18.4%

50 27 15 8

－ 54.0% 30.0% 16.0%

44 27 12 5

－ 61.4% 27.3% 11.4%

42 24 9 9

－ 57.1% 21.4% 21.4%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問９ あなたは、外国人と地域や職場、学校、イベントなどで交流や関わりを持ちたいと思います

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 あなたは、外国人住民が増える（または増えた）ことについて、どのような影響があると思

いますか。あてはまるものを全て選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 そう思う
ややそう

思う

あまり思

わない
思わない

わからな

い

500 47 134 165 84 70

－ 9.4% 26.8% 33.0% 16.8% 14.0%

100 10 23 36 17 14

－ 10.0% 23.0% 36.0% 17.0% 14.0%

100 9 28 29 19 15

－ 9.0% 28.0% 29.0% 19.0% 15.0%

100 12 28 36 15 9

－ 12.0% 28.0% 36.0% 15.0% 9.0%

100 8 34 31 14 13

－ 8.0% 34.0% 31.0% 14.0% 13.0%

100 8 21 33 19 19

－ 8.0% 21.0% 33.0% 19.0% 19.0%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

全体
まちの活性化

につながる

多様性が豊か

な社会になる

外国の言葉や

文化などを学

ぶ機会が増え

る

まちの国際化

につながる

文化や習慣の

違いから、外

国人とトラブ

ルが起こるお

それがある

日本人の雇用

状況が悪化す

るおそれがあ

る

その他
特に思うこと

はない
わからない

500 74 139 104 89 194 97 11 74 61

－ 14.8% 27.8% 20.8% 17.8% 38.8% 19.4% 2.2% 14.8% 12.2%

100 14 22 23 19 27 16 0 18 19

－ 14.0% 22.0% 23.0% 19.0% 27.0% 16.0% 0.0% 18.0% 19.0%

100 15 28 23 17 33 19 2 19 11

－ 15.0% 28.0% 23.0% 17.0% 33.0% 19.0% 2.0% 19.0% 11.0%

100 19 29 25 17 46 19 3 14 11

－ 19.0% 29.0% 25.0% 17.0% 46.0% 19.0% 3.0% 14.0% 11.0%

100 15 29 19 20 43 22 1 14 10

－ 15.0% 29.0% 19.0% 20.0% 43.0% 22.0% 1.0% 14.0% 10.0%

100 11 31 14 16 45 21 5 9 10

－ 11.0% 31.0% 14.0% 16.0% 45.0% 21.0% 5.0% 9.0% 10.0%
60歳以上

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問 11 多文化共生社会の実現のために、何をすべきと思いますか。最もあてはまるものを３つ以内

で選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 多文化共生社会の実現のために、大阪市はどのような取組に力を入れるべきと思いますか。

最もあてはまるものを３つ以内で選択してください。 

  

全体

日本人が外国

人に対する

差別意識をも

たないように

する

日本人が外国

の文化、習慣

を理解する

日本人が地域

の活動や地域

住民同士の交

流の機会に外

国人が参加し

やすいように

する

外国人が日本

の習慣、生活

ルールを理解

し守るように

する

外国人が日本

語や日本の文

化を学ぶ

外国人が地域

の活動や地域

住民同士の交

流の機会に積

極的に参加す

る

外国人が自国

の文化を紹介

する異文化体

験のイベント

を行う

その他
特にすること

はない
わからない

500 148 131 79 205 146 53 23 6 57 59

－ 29.6% 26.2% 15.8% 41.0% 29.2% 10.6% 4.6% 1.2% 11.4% 11.8%

100 27 16 16 34 19 13 5 0 16 16

－ 27.0% 16.0% 16.0% 34.0% 19.0% 13.0% 5.0% 0.0% 16.0% 16.0%

100 27 35 15 27 22 7 7 2 16 11

－ 27.0% 35.0% 15.0% 27.0% 22.0% 7.0% 7.0% 2.0% 16.0% 11.0%

100 30 25 20 51 35 8 4 1 13 9

－ 30.0% 25.0% 20.0% 51.0% 35.0% 8.0% 4.0% 1.0% 13.0% 9.0%

100 31 25 16 41 35 14 4 0 7 12

－ 31.0% 25.0% 16.0% 41.0% 35.0% 14.0% 4.0% 0.0% 7.0% 12.0%

100 33 30 12 52 35 11 3 3 5 11

－ 33.0% 30.0% 12.0% 52.0% 35.0% 11.0% 3.0% 3.0% 5.0% 11.0%

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

全体

日本人と外国

人との交流の

場をつくる

日本人に対

し、多文化共

生に関する理

解や国際理解

を促進する

外国人に対

し、日本の生

活ルールや習

慣、文化など

について周知

する

外国人に対

し、日本語の

学習の機会や

場所を提供す

る

外国人に対

し、地域活動

に積極的に参

加するように

促す

外国人に対す

る相談体制や

情報提供を充

実させる

差別意識の解

消に向けた取

組みを行う

子どもたちが

国籍や文化の

違いを理解で

きるような教

育を学校で行

う

外国人の意見

を聞いて、取

組に反映させ

る

その他 特にない

500 111 90 215 140 42 68 39 48 18 4 126

－ 22.2% 18.0% 43.0% 28.0% 8.4% 13.6% 7.8% 9.6% 3.6% 0.8% 25.2%

100 22 17 25 26 11 4 8 10 6 0 35

－ 22.0% 17.0% 25.0% 26.0% 11.0% 4.0% 8.0% 10.0% 6.0% 0.0% 35.0%

100 24 19 41 19 7 9 2 7 2 0 28

－ 24.0% 19.0% 41.0% 19.0% 7.0% 9.0% 2.0% 7.0% 2.0% 0.0% 28.0%

100 15 12 50 27 7 18 11 13 5 1 28

－ 15.0% 12.0% 50.0% 27.0% 7.0% 18.0% 11.0% 13.0% 5.0% 1.0% 28.0%

100 30 16 49 33 9 17 10 10 2 0 18

－ 30.0% 16.0% 49.0% 33.0% 9.0% 17.0% 10.0% 10.0% 2.0% 0.0% 18.0%

100 20 26 50 35 8 20 8 8 3 3 17

－ 20.0% 26.0% 50.0% 35.0% 8.0% 20.0% 8.0% 8.0% 3.0% 3.0% 17.0%

計

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上
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２ 質問項目 

民間ネット調査「多文化共生について」 

 

問１ あなたの国籍をお知らせください。 

１ 日本 

２ 韓国及び朝鮮 

３ 中国 

４ ベトナム 

５ ネパール 

６ フィリピン 

７ インドネシア 

８ ミャンマー 

９ 米国 

10 タイ 

11 ブラジル 

12 バングラデシュ 

13 その他の国籍（   ） 

 

問２ あなたは、多文化共生社会の実現についてどう思いますか。１つ選択してください。 

１ 重要だと思う 

２ どちらかといえば重要だと思う 

３ どちらかといえば重要だと思わない 

４ 重要だと思わない 

 

問３ あなたは、普段生活をしていて、外国人の存在を身近に感じますか。１つ選択してください。 

１ 身近に感じている 

２ ある程度身近に感じている 

３ あまり身近に感じていない（→問５へ） 

４ 全く身近に感じていない（→問５へ） 

５ わからない（→問５へ） 

 

問４  問３で「１ 身近に感じている」または「２ ある程度身近に感じている」を選択された方

にお尋ねします。普段の生活のどのような場面で外国人の存在を身近に感じますか。あてはまる

ものを全て選択してください。 

１ 学校、その他の学びの場 

２ 職場 

３ 趣味やスポーツ活動をしているとき 
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４ 近所やスーパーでの買い物など日常生活において 

５ 電車やバスで移動しているとき 

６ 地域の自治会活動やお祭り、地域の清掃活動などの行事の場 

７ その他 

 

問５ あなたは過去１年間に、普段の生活の場面で外国人と交流（こんにちは、などの挨拶以上の会

話）をしたことはありますか。１つ選択してください。 

１ はい 

２ いいえ（→問７へ） 

 

問６ 問５で「１ はい」と選択された方にお尋ねします。その会話は、どこでしましたか。あては

まるものを全て選択してください。 

１ 学校、その他の学びの場 

２ 職場 

３ 趣味やスポーツ活動をしているとき 

４ 近所やスーパーでの買い物など日常生活において 

５ 電車やバスで移動しているとき 

６ 地域の自治会活動やお祭り、清掃活動などの行事の場 

７ その他 

 

問７ あなたは地域に住んでいる外国人とどのような付き合いがありますか。あてはまるものを全て

選択してください。（過去の経験を含む） 

１ 友人として付き合っている（付き合っていた） 

２ 自分または親せきが外国人と結婚している（していた） 

３ 一緒に働いている（働いていた） 

４ 学校で一緒に勉強している（していた）  

５ 国際交流のグループで一緒に活動している（していた） 

６ 地域の自治会活動や行事に一緒に参加している（していた） 

７ 子どもの通う学校でのＰＴＡ活動などを通じて、一緒に活動している（していた） 

８ 趣味やスポーツのグループに一緒に参加している（していた） 

９ あいさつ程度の付き合いがある（あった） 

１０ その他 

１１ 外国人との付き合いはない（→問９へ） 

 

問８ 問７で選択肢１～１０のいずれかを選択された方にお尋ねします。 

外国人など日本語があまり得意ではない人に伝えるため、わかりやすい言葉や表現に言い換えた

日本語である「やさしい日本語」を活用していこうという取組が全国的に進められています。こ

れまであなたが外国人との付き合いのなかで、「やさしい日本語」のような、日本語での言葉の配
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慮を行ったことがありますか。１つ選択してください。 

１ 配慮をしたことがある 

２ 配慮をしようとしたが難しく、できなかった 

３ 配慮をしたことがない 

 

問９ あなたは、外国人と地域や職場、学校、イベントなどで交流や関わりを持ちたいと思います

か。１つ選択してください。 

１ そう思う 

２ ややそう思う 

３ あまり思わない 

４ 思わない 

５ わからない 

 

問１０ あなたは、外国人住民が増える（または増えた）ことについて、どのような影響があると思

いますか。あてはまるものを全て選択してください。 

１ まちの活性化につながる 

２ 多様性が豊かな社会になる 

３ 外国の言葉や文化などを学ぶ機会が増える 

４ まちの国際化につながる 

５ 文化や習慣の違いから、外国人とトラブルが起こるおそれがある 

６ 日本人の雇用状況が悪化するおそれがある 

７ その他 

８ 特に思うことはない 

９ わからない 

 

問１１ 多文化共生社会の実現のために、何をすべきと思いますか。最もあてはまるものを３つ以

内で選択してください。 

１ 日本人が外国人に対する差別意識をもたないようにする 

２ 日本人が外国の文化、習慣を理解する 

３ 日本人が地域の活動や地域住民同士の交流の機会に外国人が参加しやすいようにする 

４ 外国人が日本の習慣、生活ルールを理解し守るようにする 

５ 外国人が日本語や日本の文化を学ぶ 

６ 外国人が地域の活動や地域住民同士の交流の機会に積極的に参加する 

７ 外国人が自国の文化を紹介する異文化体験のイベントを行う、 

８ その他 

９ 特にすることはない 

１０ わからない 
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問１２ 多文化共生社会の実現のために、大阪市はどのような取組に力を入れるべきと思いますか。

最もあてはまるものを３つ以内で選択してください。 

１ 日本人と外国人との交流の場をつくる 

２ 日本人に対し、多文化共生に関する理解や国際理解を促進する 

３ 外国人に対し、日本の生活ルールや習慣、文化などについて周知する 

４ 外国人に対し、日本語の学習の機会や場所を提供する 

５ 外国人に対し、地域活動に積極的に参加するように促す 

６ 外国人に対する相談体制や情報提供を充実させる 

７ 差別意識の解消に向けた取組みを行う。 

８ 子どもたちが国籍や文化の違いを理解できるような教育を学校で行う。 

９ 外国人の意見を聞いて、取組に反映させる 

１０ その他 

１１ 特にない 


